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1． は じめに

　エ アロ ゾル の 間接効果解明 の ため 、大気 中エ ア ロ

ゾル （ダス ト・無機炭素・有機炭素 ・海塩 ・硫酸アン モ

ニ ウム）の 物理 化学特性 とCCN ・INとして の 活 性 化特

性 の 調査 を雲生 成チ ャ ン バ ー
等 の 実験的な手法を

用 い て行 っ て い る。 実験 による知 見と詳細雲微物理

ボ ッ クス モ デル の 結果 の 比 較を通 じて 、大気中エ ア ロ

ゾル の 雲粒 ・氷 晶発生過 程 の 定式化を試 み、そ の 結

果 をエ ア ロ ゾル （CCN ・IN）・雲 ・降水を統
一

的 に扱う

新しい パ ラメタリゼ
ー

シ ョン の 開発 が 目標で ある。

　本稿で は 、すす （無機炭素）粒子の CCN ・IN 活性

化ス ペ クトル 測定を行 っ た の で 、その 結果を報告す

る。

2． すす粒子発生装置
　すす粒子 の 発 生 に は、グラフ ァイトス パ ー

ク式 の 発

生器である DNP2000 （PALAS 社製）を用い た。メ
ーカ

ー資料 によると、形状は フ ラクタル の ような球形粒子

（粒径 4−8nm＞が凝集したもの である。 発 生したすす

粒 子 の 成分は主に EC であるが、わずか に OC を含
ん でい る（10％以内）。 図 1 は 、 発生したすす粒 子 の

粒 径 分布 である。
ピー

ク粒 径が約 70nm の 1山分布で

あ っ た 。

3． CCN 活性化ス ペ ク トル

　 CCN 活性化 ス ペ クトル の 測定に は 、
　DMT 社製の

CCN 計を用 い た。
バ ッ フ ァ

ー
タン ク（容量 4m3 ）に貯蔵

したすす粒子を過飽和度 0．07，0．2，0．5，0，8，1．oy・で

測定することにより活 性化 ス ペ クトル を得た 。 図2は、

そ の 結果で ある。測定した過 飽和 度範囲で は、過飽

和度が高くなるほど NCCN／NCN が高くなる分布 で あっ

た 。 すす粒子の NccN／NCNは、黄砂標準粒子の もの と

・比 較するとか なり低く、CCN として効率的 に作用する

とは考えられな い が 、 CCN として 全く作用 しな い とい う

こ とで もなさそうで ある。 過 飽 和度 1％ で の NCCN爪 CN

は、約 0．25 で あり、積算粒径 分布から推定すると、約

140nm 以上 の粒子が活性化して い ることになる。

で さらに 実験事例を増やす予 定で ある。

5． 今後の 予定

　今後 は 、 今回得られ た 活性 化ス ペ クトル の 知見をも

とに、雲生 成チ ャ ン バ ー
を用 い た雲粒 ・氷晶生成実

験 の 実験設 定を検討し、実験を行 い 、そ の 結果を詳

細雲微物理ボ ッ クス モ デル と比較しモ デル の 改良を

行 っ て い く予 定である。
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図 1　 SMPS で 測定 したすす粒子 の 粒径分布．

101001

α12

α1301

z
。

Z丶
z8Z

10−4O

．0　　0．2　　0，4　　0．6　　0．8　　1．0　　1，2

SSw ［％ ］

図 2　すす粒子 と黄砂標準粒子の CCN 活性化

　　 ス ペ ク トル 。

4， IN 活性化ス ペ ク トル

　 IN 活 性化ス ペ クトル の 測定には、気象研で 作成し

た航空機搭載型 の IN計（斎藤（2010 年春 P426 ））を用

い た。CCN 計と同時 にバ
ッ フ ァ

ー
タン ク内 の す す粒

子の 測定を行 っ た 。 図 3 は 、 そ の 結果である、 測 定の

困難 さか らノイズ が含まれ てい るかもしれ ない が 、 測

定 した 温 度 範 囲 に お ける N副 NCN は 、お お よそ

10
．1− 10

−s
の 範 囲に分布 して い る。 未飽和 （SSw＜0）環

境で も IN として カウン トされ て お り、すす粒 子 は昇華

凝結核として 作用し て い る 可能性 が示 唆される。 より

信頼性の 高い デ r タを提示 するために 、発表 当 日 ま
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図 3　すす粒 子 の IN 活性化 ス ペ ク トル 。
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